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大竹伸朗展大竹伸朗展
現代日本を代表するアーティストの現代日本を代表するアーティストの 4040 年以上におよぶ創作活動を年以上におよぶ創作活動を

およそおよそ 500500 点で体感する大回顧展を開催点で体感する大回顧展を開催

東京国立近代美術館 ( 東京・竹橋 )では「大竹伸朗展」( 主催：東京国立近代美術館、日本テレビ放送網 )
を 2022 年 11月 1日－2023 年 2 月 5 日に開催します。創作活動 40 年以上、現代日本を代表するアーティ
ストの 16 年ぶりの大回顧展です。

大竹伸朗(1955－)は、1980年代初めに華 し々くデビューして以来、
絵画、版画、素描、彫刻、映像、絵本、音、エッセイ、インス
タレーション、巨大な建造物に至るまで、猛 し々い創作意欲でお
びただしい数の仕事を手掛け、トップランナーであり続けてきまし
た。近年ではドクメンタ(2012) とヴェネチア・ビエンナーレ(2013)
の二大国際展に参加するなど、現代日本を代表するアーティスト
として海外でも評価を得ています。
今年で開館 70 周年を迎える東京国立近代美術館でついに開催
される大竹伸朗の回顧展は、国際展に出品した作品を含むおよ
そ 500 点を 7 つのテーマに基づいて構成します。あらゆる素材、
あらゆるイメージ、あらゆる方法。作者が「既にそこにあるもの」
と呼ぶテーマのもとに半世紀近く持続してきた制作の軌跡を辿る
とともに、時代順にこだわることなく作品世界に没入できる展示
によって、走り続ける強烈な個性の脳内をめぐるような機会となる
でしょう。

本展の見どころ本展の見どころ

1616 年ぶりの大回顧展年ぶりの大回顧展
2006 年に東京都現代美術館で開催された「全景 1955－2006」以来となる大規模な回顧展。半世紀
近くにおよぶ創作活動を一挙にご紹介します。

およそおよそ 500500 点の圧倒的なボリュームと密度点の圧倒的なボリュームと密度
最初期の作品から近年の海外発表作、そしてコロナ禍に制作された最新作まで、およそ 500 点の作品
が一堂に会します。小さな手製本から巨大な小屋型のインスタレーション、作品が発する音など、ものと
音が空間を埋め尽くします。

77 つのテーマで体感する作品世界つのテーマで体感する作品世界
7 つのテーマ「自／他」「記憶」「時間」「移行」「夢／網膜」「層」「音」に基づいて構成。時代順にこ
だわることなく大竹の作品世界に没入し、その創作のエネルギーを体感できる空間が出現します。
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大竹伸朗（おおたけ・しんろう）大竹伸朗（おおたけ・しんろう）  
1955 年東京都生まれ。主な個展に熊本市現代美術館／水戸
芸術館現代美術ギャラリー (2019)、パラソルユニット現代美
術財団（2014）、高松市美術館 (2013)、丸亀市猪熊弦一郎現
代美術館 (2013)、アートソンジェセンター (2012)、広島市現
代美術館／福岡市美術館 (2007)、東京都現代美術館 (2006)
など。また国立国際美術館 (2018)、ニュー・ミュージアム・オ
ブ・コンテンポラリー・アート (2016)、バービカン・センター
(2016) などの企画展に出展。ハワイ・トリエンナーレ (2022)、
アジア・パシフィック・トリエンナーレ (2018)、横浜トリエン
ナーレ (2014)、ヴェネチア・ビエンナーレ (2013)、ドクメンタ
(2012)、光州ビエンナーレ (2010)、瀬戸内国際芸術祭 (2010、
13、16、19、22) など多数の国際展に参加。また「アゲインスト・
ネイチャー」(1989)、「キャビネット・オブ・サインズ」(1991) な
ど歴史的に重要な展覧会にも多く参加している。
▶作家サイト https://www.ohtakeshinro.com

開催概要開催概要

展覧会名 大竹伸朗展

会期 2022 年 11月 1日（火）－ 2023 年 2 月 5 日（日）

会場 東京国立近代美術館　1F 企画展ギャラリー、2F ギャラリー 4

開館時間 10:00 － 17:00（金・土曜は 20:00 まで）＊入館は閉館の 30 分前まで

休館日 月曜日（ただし1月 2 日、1月 9 日は開館）、年末年始（12 月 28 日－ 1月1日）、1月10 日

主催 東京国立近代美術館、日本テレビ放送網

協賛 株式会社ベネッセホールディングス、公益財団法人 福武財団

特別協力 TAKE NINAGAWA

観覧料 一般 1,500 円　大学生 1,000 円

本展に合わせて製作されたニューグッズも多数！ 
最新情報は本展公式 Twitter 、Instagram @ohtakeshinroten で。

※ 2022 年 8 月以降、展覧会公式サイトも公開予定です。
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